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J-PARC(MUSE)ミュオンビームを用いた地球惑星試料分析の実用化に向けて
Development on analysis of planetary materials by using negative muon cap-ture
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負ミュオン (μ-粒子)は、電荷-1、質量が電子の約 200倍の不安定素粒子である。近年、大強度陽子加速器施設 J-PARC
MUSE(MUon Science Establishment)では、世界最高強度のパルスミュオンビームを生成する事に成功し、様々な分野へ
の応用が期待されている (Miyake et al. 2009　ほか)。
　ミュオンビーム分析の最大の特徴は、測定試料内でμ-粒子が重い電子として振る舞う事である。そのため、μ-粒子

は電子よりも原子核に近い軌道を周回し、結果として、EPMAのような電子プローブ分析に比べ、約 200倍のエネルギー
をもつ特性 X 線を発生する (例えば、μ-C Kα線=75keV、μ-N K α線=102keV、μ-O Kα線=133keV)。この様に高い
エネルギーの特性 X 線は、透過能力が高いことから、cmオーダーの物質内部の化学組成の情報を非破壊で得るポテン
シャルを有する。昨年のセッションでは、μ-粒子の運動量を 32.5MeV/cから 57.5MeV/cまで段階的に変化させながら、
SiO2, C(グラファイト), BN(窒化ボロン)、SiO2の４層 (各 1.4mm、計約 6mm)からなる試料に照射し、B, C, N, Oの深度
プロファイル分析が可能であることを示した。本講演では、はやぶさ２が目指す C型小惑星からのリターンサンプルの
非破壊分析を想定し、ガラスチューブに封入したマーチソン隕石の分析結果について報告する。
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